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（１）集会概要 
 2013 年 9 月 15 日から 20 日にかけてスペイングラナダの Granada Congress 
Centreで開催された第20回国際栄養学会議（the 20th International Congress 
of Nutrition, ICN2013）に参加した。本会議は４年に１回開催される栄養学の

最も大きな学術大会の１つである。(1)栄養研究の応用、(2)出産、老化、運動な

ど生活における栄養、(3)公衆栄養と環境、(4)栄養と疾患治療、(5)栄養評価、(6)
食品由来の機能性成分、(7)栄養の文化と教育、(8)食品科学と安全性の８つの分

野に分かれて、広範な食品栄養学のシンポジウムが開催された。また、企業が

提供するシンポジウムでは、各企業がそれぞれ特徴のある話題をテーマに最新

技術や最新科学が報告されていた。ポスター発表では約 3400 の演題が発表さ

れた。多くの発表者と直接議論することができ、今後の研究に活用できる情報

を得た。 
 
（２）研究成果発表 

精神疾患は最近大疾患に認定され我が国では 300 万人を超え大きな問題とな

っており、それを改善する食品素材の開発が求められている。これまでに報告

者らは、種々の食品タンパク質から神経調節作用を示すペプチドを単離同定し

てきた。その中で、牛乳タンパク質から抗不安作用を示す新たなペプチド

Tyr-Leu-Gly（YLG）を単離同定した。また、YLG がセロトニン、ドーパミン、

γ―アミノ酪酸（GABA）の分泌促進を介して抗不安作用を示すことが示唆さ

れた。以上の内容について、報告者は 9 月 19 日にポスター発表を行った。複

数の研究者と議論することができ、今後、研究を進めていくうえで大変参考に

なった。 
 
（３）シンポジウム発表内容 

主に食品成分の生理機能に関するシンポジウムを聴いたが、特に印象的だっ

たものを３つ紹介したい。 
University of Murcia の Garaulet 教授は、摂食と肥満の時間栄養学について

興味深い講演を行った。生体の各臓器には様々な時計遺伝子が存在しており、

例えばホルモン分泌などが精密に制御されている。Garaulet 教授らは、脂肪細



胞で時計遺伝子 rs3749474 や 3111T/C を発見し、その一部の配列が異なるこ

とで肥満になることを見出した。同グループは、他にもインスリン分泌リズム

に関わる遺伝子についても発見された。様々な生理機能を調べる中で、短期的、

長期的な生体内リズムを考慮しなければいけないことを再認識した。 
味の素株式会社が主催したシンポジウムでは、Pollenzo campus の Morini

助教はうま味の口腔内化学受容から脳へのシグナリングについて、Monell 
chemical senses center の Beauchamp 教授は乳児の嗜好性がうま味添加によ

って増強されるメカニズムについて、AgroParisTech の Tome 教授はタンパク

質やアミノ酸が摂取エネルギー調節に及ぼす影響について、University of 
Sussex の Yeomans 教授はうま味と各栄養素の摂取調節について、University 
of Pierre の Drewnowski 准教授はうま味とナトリウムやカリウムの摂取バラ

ンス調節について、5 名の著名な研究者が講演した。内容全てをここで述べる

ことはできないが、うま味の末梢から中枢での認識について非常に多くの最新

情報を得られたとともに、味覚や嗜好性に関する知識が深まった。 
報告者の研究に非常に似た手法で機能性ペプチドを同定していたUniversity 

of Limerick の Nongonierma 教授の講演があった。その中で、ジペプチド

Trp-Val（WV）が DPPIV 阻害活性を示し、インスリン感受性を増強すること

が示された。報告者の今後の研究に大変貴重な情報を得ることができ、また実

験手法なども非常に参考になった。 
以上、拝聴したものを全て記載することはできないが、特に興味深かった演

題について述べた。本集会における投票で 2021 年第 22 回国際栄養学会議の開

催地が 2020 年夏季オリンピックに続き東京に決まった。報告者も 8 年後の東

京開催に向けて少しでも日本の栄養学研究の力になれるように日々研究に精進

したいと思う。 
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